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グローパリゼーションとは，各国の多様な文化的特性を背景とした異文化共有化を図ろうとするもので

ある。本来，グローパリゼーションを指向する「国際会計」は，企業活動の国際化に伴う会計実践(多国籍

企業会計論)，会計制度の国際比較(比較会計制度論)およびその派生的課題である会計基準の国際的調和

化または国際的統一化 (会計基準国際調和化論または会計基準国際統一化論)を取り扱う会計分野として成

立している。

会計制度としての国際会計は，本来，広く企業の対外的側面をなす「制度」を認識基点とする。制度と

しての国際会計は，国際財務会計 ・国際企業報告，国際管理会計，国際税務会計，国際会計監査などを広く

包含するものである。その背景には， 各国の歴史 ・文化や人間 ・企業行動等の違いがある。したがって，比

較会計制度論の重要課題である会計基準国際調和化論または会計基準国際統一化論の検討においても，各国

の歴史・文化や人間・企業行動等の違いを踏まえつつ，すべての会計領域において全世界を通ずる会計理論・

実践の創造が試みられなければならない。ここに国際会計を深耕するグローパル会計を観念する契機が存在

する。

しかしながら， 21世紀に入り各国における IFRSのアドプションあるいは会計基準の国際的収散が進行

したことにより， r国際会計=IFRSJとの認識がますます支配的になり，専らIFRSの実務対応的研究をもっ

て国際会計研究であると解する傾向が強くなっている。このような傾向は，将来におけるグローバル会計研

究にとって危機的な状況に陥っていると言っても過言ではない。

グ、ローパル会計は，法制度やビジネス慣行など，広く各国のローカル文化的特性にも強く影響される。

したがって，rグローパリゼーション=統一化」と 「ローカリゼーション=多様化」との文化概念的対峠に
関して，両者の最適共存関係のもとで新たなグ、ローパルかつローカルな会計文化の創造を目指さなければな

らない。本学会は，このような理念を実現するために，旧来のわが国の学会には見られない新たな制度改革

と学会運営を図りたい。

第 lに，研究対象の多様化である。つまり，国際会計にとって重要な課題をより包括的 ・多面的 ・学際

的な側面から総合的に研究する。具体的には， 会計の実践主体である多国籍企業が解決しなければならない

会計処理(外貨換算，国際連結 ・セグメン ト情報， IFRS等)，国際企業報告(統合報告， CSR報告等)，国

際管理会計(国際投資計画・業績評価，国際資金調達・運用，為替リスクマネジメント等)，国際税務会計(国

際的タックスプラニング¥移転価格税制等)および国際会計監査(国際監査基準，独立監査人の監査報告書

等)を検討する「多国籍企業会計論J，各国会計制度の沿革 ・会計処理基準 ・開示基準の特質等を比較 ・分

析するととにより各国聞の制度的共通点 ・相違点を明らかLこする 「比較会計制度論」が，理論的 ・実証的に

探究される。多様性ある幅広いグ、ローパル会計に閲する理論 ・実践の創造を試みることが本学会の最大の目

的である。

第2に，学会主体として，わが国大学院・研究機関等で学ぶ海外研究者にも広く学会参加を呼びかけたい。

グローバリゼーションを目指すためには，学会の姿勢もグローバルでなければならない。とくにアジア諸国

からの研究者 ・学生を対象とした国際交慌を広く推進するために，たとえば、，中国，韓国，台湾，インド，

ASEAN諸国等を含む海外の研究者および大学院生との学術交流を拡大し， 学会の国際化を図るとともに，

会員が国際的に活動できる環境を整備し，海外での学会報告 ・英文論文執筆等を後援する。

第3に， 若手研究者の育成等の諸活動を支援する。具体的には，統一論題や課題別研究報告等への若手
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研究者の報告機会を高めるなど，次世代の研究者育成を目指したオープンな学会運営に努める。

このような共通認識に基づいて，将来におけるグローバル会計研究に員献でき，会計制度の発展に役立

つ理論的 ・実証的研究を行う研究学会として，ここに 「グローバル会計学会」を設立することとする。
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